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気象庁の予報によると、今年は、10年に1度の災害級の暑さが続いています。高温多湿な環境に長くいることで体温調節

機能がうまく働かなくなり、熱中症をおこす危険性があるので十分気をつけましょう。熱中症を疑われるときは、➀涼し

い場所に移動する。②衣類をゆるめて身体を冷やす（首のまわり、脇の下、足の付け根など）③水分補給を少しずつこま

めに与える。症状が改善しない場合は、すみやかに医療機関に受診をする。意識障害など重症時は、すぐに救急車を呼ん

でください。 

（急な病気や怪我で迷ったら救急安心センターおおさか＃7119または06ー6582ー7119へご相談できます。） 

 また、夏の３大感染症として➀手足口病②ヘルパンギーナ③咽頭結膜熱（プール熱）ですが、今年は、新型コロナウイ

ルス感染症流行後、感染時期が変化し5月頃より猛暑で免疫力が低下してさまざまな感染症にかかりやすくなり、手足口病

やヘルパンギーナが早くから流行していました。小さい園児ほど感染すれば体調が急変しやすいです。もし感染したら、

早めの受診をして下さい。治療後ゆっくりと静養をしてから登園を何卒よろしくお願い致します 
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長野こども学園  

 

  

旅行などで、車に長時間乗る機会が増えます。車内の暑さ

対策も大切です。 

 

子どもは、大人よりも体温が上がりやすく、汗をたくさん

かきます。体調を考慮しながら水分補給をこまめにとり、

暑い夏を快適に過ごせるようにしてあげましょう。 


